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１ なぜ、子どもの意見を聴くのか（義務化されている）

こども基本法 第１１条（こども施策に対するこども等の意見の反映）

国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価するに当たっては、当該こども施策の対象

となるこども又はこどもを養育する者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものと

する。

こども基本法 第２条（定義）

この法律において「こども施策」とは、次に掲げる施策その他のこどもに関する施策及びこれと一体的に

講ずべき施策をいう。

こども施策＝ こどもに関する施策 ＋ 一体的に講ずべき施策
こどもの健やかな成長や就労・結婚・妊娠・出産・育児等の
各段階に応じて行われる支援を主たる目的とする施策

①おとなになるまで切れ目なく行われるこどもの健

やかな成長のための支援

②子育てに伴う喜びを実感できる社会の実現のため

の支援

③家庭における養育環境その他のこどもの養育環境

の整備

④その他のこどもに関する施策

○主たる目的はこどもの健やかな成長に対する支援等

ではないがこどもや子育て家庭に関係する施策

○こどもに関する施策と連続性をもって行われるべき

若者に対する施策

・教育施策

・医療施策

・雇用環境の整備

・就労支援 など幅広く



２ 取組事例－①（企画政策課）

「市政運営の総合指針」

の改定にあたり、

「藤沢市の長期課題を検討する

”描こう未来のまちづくりワーク

ショップ”」を開催

市内大学に参加者を募り、２０年後の

藤沢市に向けた展望やアイデアなどを

聴きました！



３ 取組事例－②（都市計画課）

「都市マスタープラン」

の改定にあたり、

「３０年後のまちづくり」を

企画・設計する”ふじさわ

こどもまちづくり会議”へ参加
大学生が主体となって、小学生を対象に

地域のまちづくり学習を行うワーク

ショップで、藤沢のまちづくりについて

意見を聴きました！

※ふじさわこどもまちづくり会議：１９９７年に発足した

藤沢市の建築家と首都圏の大学生が運営する有志団体

こどもまちづくりワークショップ（毎年開催）の様子 出典：ふじさわこどもまちづくり会議ＨＰより

「ふじさわ子ども・若者委員会」でも意見を聴きました！



４ 取組事例－③（青少年課）

「子どもの居場所づくり推進計画」

の改定にあたり、

「キュンとする子どもの居場所

プロジェクト」を開催

子どもたちと一緒に理想の居場所を考える

ワークショップで、インターンシップの

大学生と一緒に、小・中学生、高校生から

「理想の居場所」について提案してもらい

ました！



５ ふじさわ子ども・若者委員会について（子ども総務課）

ふじさわ子ども・若者委員会を結成
（愛称：「かわせみボイス隊」←委員の命名）

６月から継続して活動中

高校生、大学生の委員が頑張っています！

市の施策への意見表明をするほか、

自らの「まちへの思い」を意見提案するため、

次のテーマでグループワークを行っています

① 居場所づくり（地域の活性化・遊び場・安心できる空間づくりなど）

② ライフデザイン（学校、進路、生きやすさ、将来への不安など）

③ 総合的な藤沢市の政策（交通・環境・観光など多分野にわたる提案）



６ インターンシップの活用（子ども総務課・職員課）

インターンシップ及び

長期インターンシップを活用し、

「藤沢市子ども・若者共育計画」

の策定にあたり、意見を聴取

インターンシップや長期インターンシップに

参加した大学生に「藤沢市子ども・若者共育計画」

の策定にあたり、意見を聴きました！

また、長期インターンシップ参加者には、

子どもにも分かりやすい「子ども青少年部紹介

パンフレット」を作成してもらいました



７ オンラインプラットフォームの始動（子ども総務課）

“いつでも・どこでも・だれでも”

子どもたちが意見表明できる

オンラインプラットフォーム

「かわせみボイス～どんなみらい

が光って見える？」を始動

スマートフォンやＰＣを活用し、子ども・若者

が簡単に、自由に、匿名で自分の意見を表明

できます

ぜひ、周りにいる子ども・若者の皆さんに広めて

ください！



８ 子どもの意見を聴こうと思ったら、、、

子どもの意見聴取が必要なときは、子ども総務課へ

ご相談ください

意見聴取について、何を、どのように、聴いていく

のか、一緒に考えましょう！

※各課等において、既に良いアイデアや取組がある場合、ご相談の必要はありません。

（情報提供をいただけると助かります）



９ 今後の予定について

「こども施策への子ども・若者の意見表明・意見反映」を

テーマに、ｅラーニングを開講します

詳細は今後、「インフォメーション」でお知らせします

「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムｉｎ藤沢

を開催します（２０２５年１１月３日（月・祝）、本庁舎）
・イベント（「ふじさわ子ども・若者委員会」からの活動報告、こども家庭庁と

尼崎市こども政策監による講演、子ども・若者支援者の交流）

・パネル展示（子どもの支援団体等）



１０ 様々な“子どもの居場所”へ（川﨑副市長）

「こども施策」の推進にあたり、

様々な“子どもの居場所”で支援者の声を聴いています

川崎市子ども夢パーク

サマースクール

地域子どもの家児童クラブ



１１ 結びに

「こどもまんなか社会」へ

「藤沢市子ども・若者共育計画」では、目指す姿を

「こどもの笑顔がつながるまち、ふじさわ」としました

子どもが笑顔でいられるように、

子どもが「藤沢にずっと住み続けたい」と思えるように、

子どもの意見が反映されるまちづくりを進めましょう！

ＥＮＤ


